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２月 20日は、財団法人日本アレルギー協会が制定したアレルギーの日です。 

1966年のこの日に、免疫学者石坂公成・照子夫妻がブタクサによる花粉症の研究からアレルギーを起こす原因と

なる「IgＥ」抗体発見を発表したことにちなみ制定されました。 

協会ではこの日の前後 1週間を「アレルギー週間」として、様々なアレルギーの啓発活動を行っています。よく口に

するアレルギーという言葉。そもそもアレルギーとはどんなものなのでしょう。 

私たちの体には、体内に入ってきた異物（ウイルスや細菌など）に対して、「抗体」をつくって対抗しようとするしくみ

（＝「免疫」）が備わっています。 

この免疫のしくみが、花粉や食べ物など、本来、私たちの体に害を与えない物質にまで過剰に反応して攻撃し過

ぎる結果、かえって体にマイナスの症状を引き起こしてしまうのが「アレルギー」です。そして、アレルギーの原因とな

る物質を「アレルゲン」と呼びます。アレルギーにはⅠ〜Ⅳまで４タイプあります。 

中でもアレルゲンが体内に入った直後から数時間以内という短時間で症状がでるアレルギー反応は、Ⅰ型という

タイプに区分されます。これこそが、石坂夫妻が発見した「ＩgＥ」抗体が関係して起こるアレルギー反応。 

代表的な疾患は、花粉症、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、気管支喘息、食物アレルギーなどがあげられ

ます。花粉を完全にシャットアウトすることはできませんが、生活の中で気をつけることで、花粉の量を減らすことはで

きます。 次のことを心がけてみてください。花粉が付着しにくい衣類（綿や化繊）を着用する・花粉が舞い上がらない

よう拭き掃除をしてから掃除機をかける・マスクに水で湿らせたガーゼを挟む・風の強い日などは、花粉の飛散しやす

い時間帯（昼前〜午後３時頃）の外出を避けるなどなど。 

国民の３人に１人が何らかのアレルギーをもっているという調査結果もあり、もはや国民病といえる「アレルギー」。 

いつ自分の身に降りかかるかわかりません。知識をしっかり持って備えてくださいね。 
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血液透析とエコー 

 

臨床検査科 佐藤文昭 

 

腎臓は、背中側の腰の高さに左右 1個ずつある臓器(こぶし大の大きさ)で、血液中の老廃物を

ろ過して尿をつくる、からだの「排水処理場」です。心臓が１回の拍動で送り出す血液の 4分の

1が送り込まれ、１日に約 150～180リットルもの原尿をつくり、ろ過を繰り返しています。      

最終的に約 1.5リットルまで減って尿として排出されます。腎臓には他に血圧を調整する、赤血

球をつくるなど様々な働きがあります。腎臓の働きが 10％以下になった状態を腎不全といいます。   

4脱水、ショックや薬剤が原因で起こる急性腎不全と、糖尿病性腎症や慢性腎炎などが原因で起

こる慢性腎不全に分けられ、人工的に血液の浄化を行う必要があります。これを血液透析（以下、

透析）といいます。透析では、身体において「老廃物除去」「電解質維持」「水分量維持」の重要

な役割があります。体内で生じる老廃物を含んだ血液を週 3回、1回 4～5時間程度かけて浄化

します。通常、皮下静脈では１分間に 100ml程度しか確保できないため、透析に長い時間がかか

ってしまいます。より効率的に老廃物を除去するためには 1分間に 150～300mlの血液を体外

に循環させる事が必要になります。このためには脱血（老廃物の含まれた血液を体外へ出すこと）

と返血（老廃物が除去された血液を体内に戻すこと）の窓口が必要になります。これをバスキュ

ラーアクセス（VA）といいます。VA にはシャント、非シャントがあります。シャントとは動脈

と静脈を直接つなぐことで、皮下の静脈に 500～1000mlの血液量を確保することができます。

4透析の長期化に伴って様々な合併症が生じますが、その一つとして血管の狭窄や閉塞がありま

す。診断に有用な検査の一つにエコー検査があり、エコーは画面上で閉塞・狭窄病変を非侵襲的

に観察することができ、血流情報や血管内腔の状態をリアルタイムに知ることが可能です。スリ

ルが触れない、狭窄音がするなど他覚的な所見があると、まずエコー検査で確認します。場合に

よってはシャント造影を行い、全体像を把握したりします。狭窄所見があると、経皮的血管拡張

術（PTA）が行われます。PTA はエコー、Cアーム（透視）を使って血管の状態を確認しながら、

バルーンで狭窄している血管を広げていく手術です。ご質問などがありましたら、当検査科もし

くは当透析科へご相談ください。 

 


